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次期岩手県障がい者プラン（岩手県障がい者計画）素案に係るパブリックコメント等について 

１ 素案に係るパブリックコメント、意見聴取                                                  

 第１回岩手県施策推進協議会以降に実施したパブリックコメント及び意見聴取の実施は下記のとおり 

・パブリックコメント 

令和５年 12 月 26 日から令和６年１月 25 日 

・地域説明会 

  令和６年１月 12 日（奥州）、15 日（二戸）、16 日（釜石）、17 日（花巻）、18 日（大船渡）、19 日（盛岡）、 

22 日（一関）、23 日（宮古）、25 日（久慈） 

・岩手県障がい者自立支援協議会各専門部会（地域移行・相談支援部会、療育部会、就労支援部会） 

 令和６年１月 23 日 

 

２ 素案に対する意見の反映状況について                                                     

区 分 内容 意見件数（件） 

Ａ（全部反映） 意見の内容の全部を反映し、計画等の案を修正したもの １ 

Ｂ（一部反映） 意見の内容の一部を反映し、計画等の案を修正したもの  

Ｃ（趣旨同一） 意見と計画等の案の趣旨が同一であると考えられるもの ９ 

Ｄ（参考） 計画等の案を修正しないが、施策等の実施段階で参考とするもの ６ 

Ｅ（対応困難） Ａ・Ｂ・Ｄの対応のいずれも困難であると考えられるもの  

Ｆ（その他） その他のもの（計画等の案の内容に関する質問等） 36 

 他計画の趣旨を踏まえ、整理予定 １ 

         計 53 

資 料 ２ － １ 
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３ 主な意見等                                                  

 

発言 意 見 検討結果 反映状況 

地域 

説明会 

障がいをお持ちの方の施策は、医療や福祉など

多岐にわたるが、必ずしも受け身の存在というわ

けではなく、障がいを持っている人同士が支え合

い、ともに生きていくという希望を見出す可能性

を十分秘めている存在であると思う。 

 当事者同士が支え合うピアサポートの取組に

ついて、内容として入れていただけたらと思う。 

 御意見を踏まえ、計画に反映しました。 

 

【P103 障がい者を支えるセーフティネットの構

築】 

 自ら障がいの経験を持ち、その経験を活かしな

がら、他の障がい者を支えるピアサポートの取組

を支援します。 

A 

（全部反映） 

地域 

説明会 

【P83 情報提供の充実】  

聴覚障がい者への支援方針について詳しく説

明して欲しい。 

「言語としての手話を使用しやすい環境整備に

関する条例」の制定を進めているところであり、県

民の方々に手話や聴覚障がいについて理解をして

いただくこと、通訳に関わる人々や教育の環境等

の整備を進めていこうと考えております。  

 また、情報通信技術の発達に対応し、意思疎通支

援機器の展示会の開催など、人的資源に依存しな

い支援方法も検討していく予定です。  

 

F（その他） 

地域 

説明会 

 

等 

【P100 障がい者を支える人材の育成】 

・将来の福祉を担う人材の養成について、計画

に記述があったほうが良いと思う。 

・中学生、高校生のうちに障がい福祉の仕事を

知ってもらう機会を充実してほしい。 

・人手不足により事業所を閉めなければならな

いという話もある。相当頑張らないと確保で

きないのではないか。 

福祉人材センターとハローワーク等によるきめ

細やかなマッチング支援や県内外での就職フェア

の開催のほか、高校及び福祉養成校等への情報提

供等を通じ、福祉分野への就業を促進することと

しています。 

また、国の経済対策や報酬改定等に呼応して、事

業所職員の処遇改善に向けた対策を講じていきま

す。 

 

C 

（趣旨同一） 
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発言 意 見 検討結果 反映状況  

パブリ

ックコ

メント 

【P107 防災・防犯対策の充実】  

個別避難計画の作成を進めるとともに、実行

可能な避難について、当事者、地域、行政で早

急に考えていく必要があります。 

災害時においても障がい者が安心して生活を継

続できるよう、市町村に避難行動要支援者名簿の

定期的な更新、追加及び個別避難計画の作成につ

いて取組を進めるよう働きかけるとともに、市町

村等との連携を図りながら、平常時からの避難行

動要支援者支援の取組を促進することとしていま

す。 

 

C 

（趣旨同一） 

パブリ

ックコ

メント 

障がい者一人ひとりが、地域の人たちと共に

支え合う仲間として、いきいきと暮らし、幸福

を実感できる社会を目指すためには、地域の中

で、小さい時から共に学び共に過ごすことがと

ても重要です。それを実現するのが「インクル

ーシブ教育」です。教育委員会とさらに連携を

深め「いわて特別支援教育推進プラン」と「岩

手県障がい者プラン」の中で「インクルーシブ

教育」という名称を使用することが、新たな理

解を広げることに繋がると考えます。 

 

御意見として承ります。 

なお、現在策定中である、次期「岩手県教育振

興計画」及び「いわて特別支援教育推進プラン」

の計画の趣旨も踏まえながら、記載について整理

予定です。 

調整中 

 

４ 今後のスケジュール                                          

 

２月中旬～３月上旬 パブリックコメント、意見聴取及び本協議会の御意見を踏まえ、最終案を作成。 

３月 18 日（月）   岩手県議会２月定例会 環境福祉常任委員会で最終案を説明。 

３月下旬      本協議会委員に最終案を書面報告。 

～３月末      岩手県障がい者プランを成案化、策定。 


